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研究成果の概要（和文）：研究課題である「自然史財の総合的研究」を将来にわたって遂行する組織としての国
立自然史博物館の設立に的を絞って活動を行い、成果を得た。具体的な成果は、4年間に渡っていくつかの地域
で行ったシンポジウムで披露し、10以上の雑誌記事に結実した。その結果、自然史財研究の場としての国立自然
史博物館の設立が現実味を帯びてきた。国立沖縄自然史博物館設立準備委員会は一般法人化され、ホームページ
https://sites.google.com/view/okinawa-natural-history-museum/も開設された。
　今回の研究成果を踏まえ、今後は自然史財研究の進展が期待される。

研究成果の概要（英文）：It is the study that "the general study of the natural history treasure" 
that is a research theme will go through long in future and must continue. In this study, I was 
active targeted at the establishment of the National Museum of Natural History as the organization 
which accomplished this research theme for the future and got result.
 The concrete result at the symposium that reached in some areas for four years and bore fruit for 
the some ten magazine articles. As a result, the establishment of the National Museum of Natural 
History as the place of the natural history treasure study came on a third dimension. The national 
Okinawa natural history Museum establishment preparatory committee was made a general corporation, 
and homepage https://sites.google.com/view/okinawa-natural-history-museum/ was established, too.
 Based on this results of research, the progress of the natural history treasure study is expected 
in future.
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１．研究開始当初の背景 
人類の持続可能性の鍵は生物多様性保全

にある。未来の生物多様性を保証する基盤は
現在の自然と生物多様性である。自然史標本
は、ある時間におけるある地域の生物多様性
の証拠である故、自然史標本が失われれば、
人類が生存してきたところの自然環境の記
録が不明となる。このように、人類の持続可
能性を保証するための知的基盤であると共
に国民の財産であり、人類の宝である自然史
標本は、2011 年 3 月 11 日に起こった東日本
大震災においてその保全体制の脆弱性が露
呈された。例えば被災標本の修復に関しても、
東日本大震災で被災した文化財は、文化庁の
指導の下、国・地方自治体レベルで修復が進
んだ一方、被災した自然史標本の修復は主に
ボランティア研究者間で個別に細々と行わ
れたにすぎなかった。 
自然史標本が失われた場合の問題の大き 

さに鑑み、災害に対するレジリエンス（元に 
戻る力）を自然史標本に持たせて保全するた
めに平成 25 年度科学研究費補助金挑戦的萌
芽研究「自然史財の認定・登録システムの研
究」が研究代表者により追行され成果を上げ
た。その結果、災害に耐える施設設備等のハ
ード面の充実と、それらを公的に位置づける
ことで国民の関心と関与を促すソフト面で
の対処が必須であることが明らかとなった。 
 
２．研究の目的 
東日本大震災で自然史標本が失われ、震災

前の生物多様性を知ることができなくなっ
たため日本の持続可能性が危機にさらされ
た。これを教訓にして災害に対するレジリエ
ンスを自然史標本に持たせて保全するため
に、日本の生物多様性の変遷と人類の歴史と
の関連について現在から数百～数千年前ま
でを対象に、①全国規模で重要自然史標本を
調査し、②地域の生物多様性の証拠としての
重要自然史標本を自然史財と位置づけ、その
カテゴリーおよび重要度の評価基準の研究
を行い、③自然史財認定・登録システムを考
案し、④その実行機関として国立自然史博物
館の新設を実現する。 
 
３．研究の方法 
大学博物館、国立科学博物館および地域の

自然史系博物館等施設、合計十数箇所で重要
自然史標本を選び出す調査を行い、自然史学
会連合および分類学会連合等の自然史研究
者集団の協力の下で自然史財のカテゴリー
および評価基準を策定し、加えて自然史財認
定・登録システムを開発し、その実行機関と
して国立自然史博物館の新設をいずれかの
官庁に働きかけ、実現を図る。 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度においては、日本各地の自然
史系博物館 5 館において自然史 標本を調査
し、合計数十の自然史財候補標本を選定した。

それらの候補に基づき、重要度の評価基準を
数十人の専門家の合意の下で定め、北大総合
博物館のホームページに自然史財メタデー
タベースのもととなるサイトを仮開設した。
自然史財保護を目指して既存の認定・登録シ
ステムの多数例において利点・欠点を洗い出
し、自然史財認定・登録システムを論議した。 
 各学会で自然史財関連の説明を行った。平
成 26 年 6月 15 日には、日本動物分類学会第
50 回つくば大会にて研究代表者が講演し、研
究の証拠として自然史標本を残す分類学の
重要性を述べた。同大会ではシンポジウム
「博物館標本の新しい価値～新しい自然史
博物館を～」も開催した（内容は日本動物分
類学会和文誌「タクサ」38 号に掲載）。 
自然史財の重要性を社会に発信するため、

学術会議公開シンポジウムに参加した。平成
26 年 12 月 15 日には、デング熱の媒介昆虫の
分類学と自然史標本についてそれらが昆虫
媒介感染症に果たす意義を社会に知らしめ
ることを目的に緊急公開シンポジウム「デン
グ熱と 蚊の分類と自然史標本」を開催した
（内容は「学術の動向」平成 27 年 7 月号に
掲載）。 平成 27 年 1月 10 日には、自然史標
本が東日本大震災で被災したことを教訓に、
国立自然史博物館の設立の重要性を社会へ
発信し、学界での機運を盛り上げることを目
的として、日本分類学会連合総会に合わせて
公開シンポジウム「国立自然史博物館の設立
を望む」を開催した（内容は「学術の動向」
平成 27 年 5月号に掲載）。 
以上のように、学会および日本学術会議の

自然史財の保護と活用、動物科学、そして自
然史・古生物の 3分科会との密な連携の元で
研究を進めた。 
 重要自然史標本を公的に登録することに
関しては、自然史科学者、特に分類学者の賛
同はなかなか得られなかった。その理由は公
的登録することによって研究の自由が奪わ
れるのではないかとの危惧があるからと考
えられた。そこで、この件は長期的視点に立
って継続的に研究すると共にその実施機関
となる施設が必要であるとの結論に達した。
その施設として 最適なのが国立自然史博物
館である。ところが、日本には国立自然史博
物館が存在しない。そこで、日本学術会議の
いくつかの分科会に働きかけ、国立自然史博
物館の設立を推進する活動を行ってきた。 
国立自然史博物館の設立に関する主な活

動としては、平成 27 年 6 月には日本動物分
類学会第 51 回大会での講演、同年 8 月の日
本進化学会大 17 回大会でのシンポジウムオ
ーガナイズ、同年 9月の日本科学未来館にお
ける講演、同年 11 月には沖縄でのシンポジ
ウムオーガナイズ等々を行った。その成果は、
日本学術会議の公募した「マスタープラン
2014」において、計画番号 28「自然史科学の
イノベーションを目指す国立自然史博物館
の設立」に結実した。 
平成 28 年 5 月には日本学術会議提言「国



立自然史博物館設立の必要性」をまとめた。
さらに、「マスタープラン 2017」においては
計画番号 154「国立沖縄自然史博物館の設立
－東アジアの自然の解明とビッグデータ自
然史科学の実現－」を作成し、採用された。 
科研費の終了を 1 年延長し、平成 29 年度

には研究課題である「自然史財の総合的研
究」を将来にわたって遂行する組織としての
国立自然史博物館設立活動を強化した。具体
的には、平成 29 年 5 月に「日本で初めての
国立自然史博物館を沖縄に！」と題する合計
12 ページのカラーパンフレットを企画製作
した。9 月には沖縄県庁を訪問し、国立沖縄
自然史博物館設立準備について論議した。同
月、一般社団法人「国立沖縄自然史博物館設 
立準備委員会」を設立し、ホームページ
https://sites.google.com/view/okinawa-n
atural-history-museum/を開設した。11月に
は国立沖縄自然史博物館設立準備委員会・沖
縄シンポジウム実行委員会主催の第4回シン
ポジウム「沖縄に国立沖縄自然史博物館を！
～ ネットワーク型博物館がめざす地域との
連携～」を開催した。 
自然史財の認定・登録に関しては、日本学

術会議、自然史学会連合および分類学会連合
と協議を続け、平成 29 年 9 月には日本学術
会議報告「重要自然史標本としての『自然史
財』の選定と登録」に結実した。 
以上、平成 29 年度の活動により、自然史

財の研究を続ける組織としての国立自然史
博物館の設立はますます具体性を増してき
た。そのひとつの表れとして、笹川財団の協
力を得て、平成 30 年 7 月に国際シンポジウ
ム「国立沖縄自然史博物館の実現にむけて」
を東京虎ノ門の笹川平和財団海洋政策研究
所で開催予定である。このシンポには、スミ
ソニアン国立自然史博物館館長、およびシン
ガポール大学自然史博物館館長を講演者と
してお呼びする予定であり、研究を基盤にす
えた、本来あるべき自然史博物館の姿を、さ
らには、日本で初めての国立自然史博物館が
沖縄に設立されることへの期待を語ってい
ただく予定である。 
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